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2026 年 6 月 19 日 

 

PRESS RELEASE 

JICA 研修員 十勝の先進的畑地かんがいを視察 
～ダムから農業の現場まで、水資源活用の“全体像”を学ぶ～ 

 
日頃より弊機構の広報活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

JICA 北海道（帯広）では、国土交通省北海道開発局帯広開発建設部様のご協力

のもと、開発途上国で灌漑施設の施策整備・維持管理を担う行政官・技官等を

対象とした課題別研修「施設の運営・維持管理の向上を通じた農業生産基盤の

整備 (A)」を実施しています。 

このたび、十勝地域における大規模畑地かんがいシステムの実践例を学ぶた

め、以下の通り現地視察を実施します。ダム・頭首工といった基幹施設から、

農家における利用まで、“水の活用の流れ”を一体的に学ぶ貴重な機会となり

ます。以下の他、研修を通じたご取材もご相談可能です。是非ご検討の上、担

当者までご連絡ください。 

 

記 

■対象プログラム（現地視察） 

日時：7 月 1 日（水）10:00～16:25（予定） 

10:00～13:00 札内川ダム視察 

13:15～13:45 札内川頭首工視察 

14:15～15:15 札内川地区の施設管理視察（中札内村役場の管理施設を見学） 

15:25～16:25 畑地かんがいの実践状況視察（水利用する農家を見学） 

 

研修員：開発途上国の行政官・技術者 計 10 名（ブータン、コートジボワール、

エジプト、モロッコ、ネパール、フィリピン、ルワンダ、スーダン、タンザニ

ア、ウクライナ） 

研修期間：2026 年 6 月 21 日～7 月 31 日 

使用言語：英語（通訳あり） 

  

※取材をご希望の場合は、取材日前営業日正午までにご連絡ください。 
【本件に関する問い合わせ先】 

JICA 北海道（帯広）道東業務課 宇陀（うだ） 

TEL：0155-35-1210  E-mail：obihiro_event▲jica.go.jp 

※▲を@に変えたものが正式なメールアドレスです。 

 


